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▶ こんなことが決まりました ‥‥‥‥‥  2
▶ 決算審査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  4
▶ 委員会審査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  5
▶ 市政を問う（一般質問） ‥‥‥‥‥‥‥  6　　

令和 5 年 9 月定例会終わる

市議会だより
みよし



議案の内容はこちら→意見書等はこちら→

こんなことが決まりました
　９月定例会を９月１日（金）から１０月２日（月）まで
開催し、議案３１件及び意見書 ４ 件を原案のとおり
可決しました。

■９月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）　　　 ○…賛成　×…反対
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発議第 8 号
保育所保育施設の職員配置基準等
の改善を求める意見書

（
賛
成
多
数
）

可　

決
×××××○○

議　

長
○○○○○○××××○○○○○○

　

可
決
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
三
次
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
三
次
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 全

員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

■
三
次
市
国
民
保
護
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
・
２
件
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
５
件
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
（
７
件
）

そ
の
他
の
議
案
・
報
告

全
員
一
致

賛
成
多
数
で
可
決

意
見
書

■
独
居
者
の
弔
い
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
■
保
育
所
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
等
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

■
少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

■
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
主
導
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

●発議第８号に対して討論がありました 保育所保育施設の職員配置基準等の改善を求める意見書

　

配
置
基
準
を
変
え
れ
ば
人
員
確
保
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
厳
し
い
配

置
基
準
を
満
た
そ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
よ

り
効
率
的
な
保
育
を
す
る
必
要
性
が
増
す
可

能
性
は
大
で
あ
り
、
三
次
市
に
お
い
て
も
小

規
模
の
保
育
所
の
統
合
を
進
め
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
い
と
考
え
る
。
配
置
基
準
の
見
直

し
は
、
こ
う
い
っ
た
全
国
の
状
況
や
事
業
者

等
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
、
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
。

反　

対

杉原議員

　

保
育
環
境
の
構
築
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
保
障

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
安

全
安
心
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
国
の
責
任
で

あ
り
、
我
々
の
責
任
で
も
あ
る
。
現
場
の
現

状
を
し
っ
か
り
と
把
握
・
分
析
し
、
保
育
士

の
配
置
基
準
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

国
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

賛　

成

竹原議員

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致
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■ 主な使い道　　　　　　　　　
 ・過年度国庫支出金等精算返納金
 ・道路橋梁維持管理（除雪対策）
 ・現年災害公共土木復旧事業
 ・道路橋梁維持管理（路面保全対策）
 ・水防対策事業
 ・ 基金積立
 ・過年災害農業施設復旧事業
 ・現年災害単独土木復旧事業
 ・小規模農業基盤整備事業
 ・指定管理施設電気料金負担軽減補助金
 ・後期高齢者医療経費
 ・過年災害農地復旧事業
 ・小規模農業用施設等改良事業補助金
 ・こどもの室内遊び場改修工事
 ・林道整備事業
 ・農道整備事業負担金
 ・農産物生産供給体制強化事業（施設園芸エネルギー転換）補助金

 ・国民健康保険特別会計繰出金

《 繰 越 明 許 費 》　　　　２件　　現年災害公共土木復旧事業ほか
《債務負担行為》　追加　２件　　ケーブルテレビ光回線終端装置調達
　　　　　　　　　　　　　　　事業ほか
　　　　　　　　変更　２件　　排水ポンプ場長寿命化整備事業ほか

《 地 方 債 》　追加　１件　　農道整備事業
　　　　　　　　変更　９件　　耕地事業ほか

 ・君田健康ふれあい施設等管理経費
 〈内訳〉

君田健康ふれあい施設（君田温泉）・君田林業総合センター（なごみ館）・
君田自然資源等活用型交流促進施設（コテージ四季の家）　
はらみちを美術館
君田地域農産物等活用型交流促進施設（森の食彩館）
君田体験交流施設・君田化石博物館（折り紙博物館）
君田林産物等展示販売施設（おはよう市，喫茶２１番館）

 特別会計９月補正予算　３会計
【国民健康保険特別会計】　
【 介 護 保 険 特 別 会 計 】　
【後期高齢者医療特別会計】

企業会計９月補正予算　１会計
【病院事業会計】
　業務の予定量（施設整備事業）
　収益的収入
　収益的支出
　資本的支出

こんなことが決まりました令和５年 ９月定例会

■ 使い道　　　　　　　　　
 ・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

〈充当内訳（予定）〉

　　     4,201 万 7 千円

　　     
　　     3,075 万 3 千円
　　        531 万 6 千円
　　        302 万 9 千円
　　        249 万 8 千円
　　        　42 万 1 千円

事業の名称 事業の概要 事業費
社会福祉施設等支援事業 電力・ガス等の価格高騰の影響を受けている社会福祉施設（高

齢者支援施設・障害者支援施設）に対し、施設系、居住系、
通所系、訪問系などの区分に応じた支援を行う。

50,090

保育施設等物価高騰対策支援事業 電力・ガス等の価格高騰の影響を受けている保育施設等に対
し、入所児童数に応じた支援を行う。

1,650

エネルギー価格等高騰対策小規模
事業者支援事業

電力・ガス等の価格高騰の影響を受けている市内小規模事業
者に対し、法人、個人事業主に応じた支援を行う。

120,788

　 1 億 7,252 万 8 千円
　　     （単位：千円）

補正予算の概要はこちら
９月補正予算をご覧ください→

令和5年度 一般会計予算の補正（第3号）

10億1，199万1千円追加補正額 総額 398億1,377万7千円

　 2 億　 155 万 6 千円
　 1 億 5,000 万円
　 1 億 4,150 万円
　　     8,300 万円
　　     6,900 万円
　　     6,224 万 5 千円
　　     5,960 万 7 千円
　　     5,300 万円
　　     4,692 万円
　　     2,000 万円
　　     1,831 万 5 千円
　　     1,808 万 3 千円
　　     1,320 万円
　　    　993 万 3 千円
　　    　848 万円
　　    　800 万円

　　    　577 万円
　　    　544 万 5 千円
　　　　　　　　　ほか

令和5年度 一般会計予算の補正（第4号）

2億1，454万5千円追加補正額 総額 400億2,832万2千円

　　    　544 万 5 千円
　 1 億 2,298 万 6 千円
　　     1,391 万 7 千円

　　     4,158 万円
　 6 億 1,733 万 9 千円
　 5 億　 258 万 7 千円
　　     4,158 万円
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総
務
分
科
会
か
ら
は
、生
活
交
通
確
保
対

策
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
、変
化
す
る
地
域
の
実
態
や

２
０
２
４
年
問
題
等
社
会
情
勢
に
即
し
た
施

策
に
つ
い
て
、今
後
一
層
、前
向
き
な
議
論
を

進
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。縁
つ
な

ぐ
出
会
い
創
出
事
業
に
つ
い
て
は
、結
婚
に

対
す
る
考
え
方
や
性
差
、年
齢
等
、多
様
性
に

配
慮
し
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。例
え
ば
、

 　
決
算
認
定
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見

予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告

決
　
算
　
審
　
査

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
84
号「
令
和
４
年
度
三
次
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

ほ
か
８
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
認
定

一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
９
会
計
を
審
査

予算決算常任委員長報告の様子

　

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

「
婚
活
」だ
け
を
目
的
と
し
た
事
業
で
は
な

く
、芸
備
線
を
活
用
し
た
「
縁
つ
な
ぐ
出
会

い
の
列
車
」等
の
企
画
と
す
る
こ
と
で
、参
加

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と
と
も
に
、芸
備
線

の
利
活
用
を
併
せ
た
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。自
治
振
興
活
動
費
補
助

事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
の
問
題
解
決
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
、住
民
自
治
組
織
と
し

て
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
の
未
来
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
、人
口
減
を
踏
ま
え
た

課
題
の
解
決
策
を
市
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
の
意
見
が
報
告

さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
か
ら
は
、環
境
政
策
全

般
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、廃
食
油
回
収

体
制
の
見
直
し
な
ど
、ご
み
減
量
化
に
特
に

効
果
が
高
い
と
思
わ
れ
る
事
業
に
絞
っ
て
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。市
民
へ

の
啓
発
は
、ど
の
よ
う
な
方
法
が
最
も
効
果

的
な
の
か
常
に
検
証
が
必
要
で
あ
り
、市
民

の
意
識
向
上
を
図
る
取
組
と
し
て
、出
前
講

座
等
の
説
明
会
や
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
環

境
学
習
の
機
会
を
増
や
し
、引
き
続
き
、啓
発

を
図
る
必
要
が
あ
る
。学
校
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、教
育
現
場
に
配
慮
し
た
計
画

的
な
実
施
が
望
ま
し
い
。い
き
い
き
健
康
日

本
一
の
ま
ち
事
業
（
生
活
習
慣
病
予
防
事

業
）に
つ
い
て
は
、ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
健
康
教

室
等
の
事
業
の
充
実
を
図
り
、健
康
づ
く
り

に
対
す
る
市
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

特
定
検
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。と
の
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　

産
業
建
設
分
科
会
か
ら
は
、ふ
る
さ
と
学

生
応
援
事
業
に
つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
と
す
る
な
ど
し
、事
業
の
継
続
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
事
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
補
助
に
つ
い
て
は
、本
市
の
商
業
を

元
気
に
す
る
事
業
で
あ
り
、市
民
生
活
に
必

要
な
地
元
企
業
の
事
業
継
続
に
対
す
る
効
果

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。（
仮
称
）み

よ
し
ア
グ
リ
パ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
は
、当

初
の
構
想
か
ら
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
に
頼
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、市
と

し
て
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、明
確
な
方
針
を
示
す
時
期
に
き
て
い
る
。

と
の
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
案
第
98
号
「
令
和
５
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）（
案
）」に
つ
い
て

は
、本
市
の
観
光
や
地
域
経
済
、雇
用
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、君
田
温
泉
森

の
泉
の
早
期
再
開
に
備
え
る
べ
く
、君
田
健

康
ふ
れ
あ
い
施
設
等
の
管
理
に
は
、細
心
の

配
慮
を
も
っ
て
当
た
ら
れ
た
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
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会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

一般会計 41,434,807,390 39,844,488,461 1,590,318,929

国民健康保険特別会計 5,066,530,589 5,042,702,419 23,828,170

診療所特別会計 275,313,775 263,368,257 11,945,518

介護保険特別会計 6,876,663,142 6,753,676,973 122,986,169

後期高齢者医療特別会計 863,691,246 849,772,970 　13,918,276

土地取得特別会計 4,770,457 4,770,457 0

病院事業会計
収益的収支 10,015,520,306 9,847,139,258 168,381,048

資本的収支 364,134,000 1,606,329,814

水道事業会計
収益的収支 1,814,281,075 1,802,077,342 12,203,733

資本的収支 471,867,000 1,119,513,057

下水道事業会計
収益的収支 2,149,094,950 2,127,549,800 21,545,150

資本的収支 1,270,332,900 1,826,429,578

● 各会計の決算状況
（単位：円）

令和４年度の決算内容
についてはこちら →

　

定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、９
月
８
日
～

12
日
に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会　

   

９
月
８
日
開
催

教
育
民
生
常
任
委
員
会    

９
月
11
日
開
催

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら
→

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
76
号　
「
三
次
市
印
鑑
登
録
及
び

 執行部に質疑を行っている様子

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
75
号　
「
三
次
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
２
議
案

【
審
査
結
果
】

　
議
案　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
75
号
は
、地
域
の
実
態
に
応
じ
て

施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
も
の
で
あ
る
が
、今
後
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
等
地
域
施
設
の
運
用
を
検
討
す
る
場

合
は
、各
住
民
自
治
組
織
間
の
均
衡
も
考
慮

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
議
案
第
80
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
甲
奴
支
所
耐
震
改
修
工
事
）」は
、

施
工
に
当
た
っ
て
は
、交
通
安
全
対
策
の
徹

底
に
特
に
留
意
願
い
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会  

９
月
12
日
開
催

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
案
）」ほ
か
３
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
78
号　
「
三
次
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
１

議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

みよし市議会だより　第79号5



　

㈱
君
田
ト
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
が
経
営
難
に
よ

り
解
散
を
決
議
さ
れ
た
。当
面
閉
館
と
な
る

が
、観
光
面
ば
か
り
で
は
な
く
、社
会
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
必
要
と
考
え
る
。新
規
募
集
を
行

い
、温
泉
業
務
の
早
期
再
開
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、合
併
時
に
旧
君
田
村
か
ら
引
き
継
が
れ

た
「
健
康
ふ
れ
あ
い
施
設
管
理
運
営
基
金
」の

扱
い
を
問
う
。

　

消
防
署
移
転
に
伴
い
購
入
予
定
の
、高
平
山

敷
地
の
消
防
施
設
と
し
て
の
利
用
は
１
割
で
、

残
り
９
割
の
利
用
を
提
案
し
た
い
。森
林
を
生

か
し
た
林
業
の
啓
発
、子
ど
も
た
ち
へ
の
木
育

の
実
施
や
消
防
関
連
の
大
規
模
訓
練
場
、ま
た

展
望
台
を
復
活
し
、十
日
市
の
元
気
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
な
ど
は
い
か
が
か
。

　

再
開
に
あ
た
っ
て
は
、様
々
な
利
用
形
態
・

運
用
形
態
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、今
後
、一
定
の

募
集
要
件
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

消
防
庁
舎
の
移
転
整
備
後
も
広
域
避
難
所
と

し
て
の
維
持
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、危

険
木
の
伐
採
等
、必
要
最
小
限
の
整
備
を
行
い
、

避
難
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
を
ま
ず
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

君
田
温
泉
の
再
開
を
問
う

高
平
山
の
用
地
活
用
を
問
う

今
後
、運
営
形
態
を
検
討
し
て
い
く

安
全
な
場
所
と
し
て
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
く

中
廣
産
業
振
興
部
長

山
田
危
機
管
理
監

一般質問一覧

10 月 1 日で営業終了となった君田温泉 森の泉

質問1答弁1

質問2答弁2

弓
ゆみ

掛
かけ

　 元
げん

と も え

動 画

令和５年９月定例会　一般質問

　

近
年
、学
校
給
食
の
無
償
化
を
独
自
で
導

入
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、そ
の
た
め
に
は

新
た
な
財
政
負
担
が
必
要
と
な
る
。今
後
も

国
が
示
す
方
向
性
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も

に
、無
償
化
に
か
か
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
給
食
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
憲
法
第
26
条
に

は
「
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
」
と
あ
り
、

国
は
、
自
治
体
が
取
り
組
む
こ
と
は
妨
げ
な

い
と
も
し
て
い
る
。
子
育
て
世
代
へ
の
大
き

な
支
援
に
な
る
給
食
費
の
無
償
化
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
道
四
拾
貫
後
山
線
の
庄
原
市
水
越
町
へ

の
道
路
は
通
勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、未
整
備
の
ま
ま
で
大
変
危
険
で
あ
る
。転

落
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、地
元
や
庄
原
市

か
ら
も
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。早
期
に

整
備
計
画
を
策
定
し
、工
事
に
取
り
か
か
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

道
路
整
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
、必
要
性

や
緊
急
性
、費
用
対
効
果
等
に
お
い
て
一
定

の
評
価
基
準
に
基
づ
き
、事
業
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
は
で
き
な
い

の
か

国
が
示
す
方
向
性
を
注
視
し
て
い
く

一
定
の
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
検
討

し
て
い
く　

宮
脇
教
育
次
長

加
藤
建
設
部
長

伊
い

藤
とう

芳
よし

則
のり

日本共産党

動 画

未整備の市道の整備を早急に

質問1答弁1

質問2答弁2
市
道
整
備
を
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か

　

基
金
に
つ
い
て
は
、同
社
の
債
務
や
資
産
の

清
算
状
況
を
見
な
が
ら
、活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 福

岡
市
長

清
算
状
況
を
見
な
が
ら
活
用
を
考
え
て

い
く

答弁2
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県
内
の
全
23
市
町
の
う
ち
７
割
弱
に
あ
た

る
15
市
町
が
、
昨
年
４
月
か
ら
年
額
報
酬
を

３
６
，５
０
０
円
と
し
て
い
る
。
庄
原
市
も

本
年
４
月
よ
り
１
４
，０
０
０
円
か
ら
３
６
，

５
０
０
円
と
し
て
い
る
。
本
市
は
今
１
６
，

０
０
０
円
だ
が
、
い
つ
か
ら
処
遇
改
善
を
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

　

君
田
温
泉
の
知
名
度
は
高
く
、泉
質
や
立
地

な
ど
、再
生
で
き
る
条
件
は
整
っ
て
い
る
。全
国

に
は
、旅
館
や
温
泉
を
再
生
し
て
き
た
企
業
も

た
く
さ
ん
あ
り
、運
営
を
魅
力
的
に
感
じ
る
企

業
も
き
っ
と
あ
る
。君
田
温
泉
森
の
泉
の
売
却

や
運
営
会
社
の
全
国
公
募
は
考
え
て
い
な
い
の

か
伺
う
。

　

近
年
の
多
様
化
す
る
消
防
団
活
動
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、地
域
防
災

力
の
確
保
の
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。引
き

続
き
処
遇
改
善
に
向
け
た
検
討
・
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
や
貸

与
、売
却
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
考
え
ら

れ
る
。専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が

ら
、市
と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
、公
募
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
報
酬
改
善
は
い
つ
か
ら
か

 

君
田
温
泉
森
の
泉
の
運
営
は

引
き
続
き
検
討
・
協
議
を
進
め
て
い
く

市
と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
、
公
募
を

し
て
い
く

山
田
危
機
管
理
監

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

月
つき

橋
はし

寿
かず

文
ふみ

と も え

動 画

　

医
師
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
状
況
は
理
解

で
き
る
。「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
を
始
め
「
神

経
筋
疾
患
」
の
難
病
は
、
現
在
の
医
学
で
は
完

治
は
望
め
ず
、
早
期
発
見
と
進
行
を
遅
ら
せ
る

治
療
し
か
で
き
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

大
半
の
患
者
が
広
島
市
内
の
病
院
で
診
断
さ

れ
、
通
院
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
市

立
三
次
中
央
病
院
建
て
替
え
に
際
し
、
備
北
医

療
圏
の
中
核
病
院
に
相
応
し
い「
脳
神
経
内
科
」

の
新
設
を
強
く
提
言
し
た
い
。

　

平
成
30
年
に
外
来
新
設
し
た
「
血
液
内
科
」

と
同
様
、
週
１
～
２
回
非
常
勤
医
師
に
通
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

広
島
大
学
病
院
の
脳
神
経
内
科
の
教
授

と
の
意
見
交
換
で
は
、現
在
、大
学
病
院
か

ら
三
次
市
内
の
民
間
の
医
療
機
関
に
医
師

の
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
か

市
立
三
次
中
央
病
院
に「
脳
神
経
内
科
」

の
新
設
を

市
立
三
次
中
央
病
院
完
全
個
室
化
に
よ

る
影
響
は

民
間
医
療
機
能
と
の
分
担
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る

福
岡
市
長

質問1答弁1

新
しん

家
け

良
よし

和
かず

と も え

動 画

令和 5 年度三次市消防団小型ポンプ操法競技会

現在の市立三次中央病院

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
改
正
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い

答弁2
　

報
酬
や
手
当
の
改
善
に
つ
い
て
消
防
団
と
協

福
岡
市
長

議
を
し
な
が
ら
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
改

正
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ら
、民
間
の
医
療
機
関
と
の
機
能
の
分
担

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
協
議
し
て
い
る
。

　

相
対
的
に
見
て
も
脳
神
経
内
科
の
医
師

は
診
療
科
の
中
で
の
構
成
比
が
非
常
に
低

い
分
野
で
あ
り
、医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
民
間
医
療
機
能
と
の
分
担
も
含

め
協
議
を
進
め
て
い
く
。
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本
市
の
自
殺
対
策
計
画
は
策
定
か
ら
５
年
が

経
つ
が
、
成
果
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
国
は
昨
年「
自
殺
総
合
対

策
大
綱
」を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
今
年
度
中
に
新
た
な
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
す
る
と
聞
く
が
、
本
市
の
計
画
の
方
向

性
を
問
う
。

　

市
役
所
の
全
職
員
が
三
次
の
魅
力
を
最
大
限

に
語
れ
る
よ
う
に
な
る
べ
き
と
考
え
る
。そ
れ

が
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
で

も
あ
る
。本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
推
進
す
る
た
め
に
、イ
ン
タ
ー
ナ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
だ
と
思
う
が
、本
市
の
考

え
を
伺
う
。

　

自
殺
対
策
は
保
健
、医
療
、福
祉
、教
育
、労

働
な
ど
の
関
連
施
策
と
の
連
携
に
よ
る
生
き

る
こ
と
の
包
括
支
援
と
し
て
総
合
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。様
々
な
分
野
の
施

策
と
関
係
す
る
人
々
や
組
織
の
連
携
を
、次
期

計
画
の
方
向
性
と
し
て
盛
り
込
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、旗
振
り
役
と
な
る
市
役
所
、市
職
員
全
員

が
三
次
の
魅
力
を
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
語
る

こ
と
、発
信
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
る
。

本
市
の
自
殺
対
策
計
画
を
問
う

イ
ン
タ
ー
ナ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

必
要
だ
と
思
う
が

様
々
な
分
野
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

次
期
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く

発
信
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る

立
花
福
祉
保
健
部
長

桑
田
総
務
部
長

質問1

答弁1質問2答弁2

掛
かけ

田
だ

勝
かつ

彦
ひこ

明日への風

動 画

　

生
き
づ
ら
さ
や
不
登
校
の
対
策
と
し
て
、
老

朽
化
や
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
学
校
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
保

育
所
・
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
含
め

た
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
配
慮
、
指
定
避
難
所
等
）
に
つ
い
て
、
実

施
計
画
を
作
り
、
早
急
に
時
代
に
合
っ
た
環
境

に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
本
市
の
方
針
を

伺
う
。

　

難
病
者
が
就
労
す
る
に
あ
た
り
、指
定
難
病

者
や
、そ
れ
以
外
の
難
病
者
へ
の
社
会
参
加
を

促
す
本
市
の
取
組
を
伺
う
。

　

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
と
も
に
、学
校

や
体
育
館
の
改
築
、大
規
模
改
修
工
事
の
際
に

は
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
基
本
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か

ら
、必
要
に
応
じ
て
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
等
、い
わ
ゆ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
・

生
徒
も
使
用
で
き
る
よ
う
、き
め
細
か
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

就
労
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、障
害
の
重

さ
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、就
労
の
内
容
に
よ

り
、三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
備
北
障

害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
紹
介
し
、仕
事
内
容
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
行
い
、就
労
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
を
問
う

難
病
者
の
社
会
参
加
へ
の
取
組
は

き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
く

仕
事
内
容
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

等
、
支
援
し
て
い
る

宮
脇
教
育
次
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

徳
とく

岡
おか

真
ま

紀
き

明日への風

動 画

自殺予防週間の啓発活動の様子

三次市内小中学校のトイレは
いまだ 58％が和式
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こ
の
地
域
に
と
っ
て
芸
備
線
が
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
市
民
全
体
で
機
運
醸
成

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、三
次
市
単

独
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。沿
線
４
市
、国
、県
と
し
っ
か
り
歩
調
を
合

わ
せ
た
協
議
、取
組
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
今
後
の
動
向
を
見
据
え
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

時
速
25
㎞
の
速
度
制
限
が
多
数
あ
る
状
況

は
、鉄
道
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
。

沿
線
自
治
体
・
住
民
が
必
要
と
考
え
る
な
ら
ば

投
資
し
て
い
く
し
か
な
い
。
攻
め
の
姿
勢
で

国
か
ら
交
付
金
を
確
保
し
て
い
き
、
高
速
化

な
ど
機
能
向
上
を
し
て
い
く
こ
と
は
考
え
て

い
る
の
か
。
本
市
も
当
事
者
と
し
て
覚
悟
を

決
め
、
率
先
し
て
県
や
沿
線
自
治
体
と
と
も
に

様
々
な
施
策
展
開
を
急
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
で
は
公
共
施
設
等
周
辺
森
林
整
備
事
業

に
て
、公
道
な
ど
の
公
共
施
設
周
辺
の
森
林
整

備
を
し
て
い
る
。市
道
の
管
理
と
し
て
の
対
策

に
は
限
り
が
あ
り
、森
林
そ
の
も
の
を
手
入
れ

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。来
年
度
の
森

林
環
境
譲
与
税
の
増
額
と
と
も
に
、こ
の
事
業

を
拡
大
・
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

近
年
、自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、本
事
業
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。来
年
度
、増
額
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、本
事
業
の
拡
充
を
含
め
、災
害
防
止
に
よ

る
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
等
、森
林
環
境

譲
与
税
の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
整
備
と
な
る
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

芸
備
線
存
続
に
向
け
て
の
考
え
は

今
後
の
動
向
を
見
据
え
進
め
て
い
き

た
い

森
林
環
境
譲
与
税
の
目
的
に
沿
っ
た
森

林
整
備
と
な
る
施
策
を
検
討
し
て
い
く

福
岡
市
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

増
ます

田
だ

誠
とも

宏
ひろ

明日への風

動 画

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
率
は
３
６
．３
％
だ
。

各
部
局
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
活
用
の
提
案

を
求
め
て
事
業
推
進
す
れ
ば
、
採
用
さ
れ
た
担

当
部
局
は
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
事
業
推
進
に

取
り
組
み
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
。
各
部
局

提
案
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　

給
食
費
は
小
学
校
と
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

れ
ば
、多
い
月
で
１
２
，２
１
０
円
の
負
担
と
な

る
。２
学
期
か
ら
全
て
の
小
・
中
学
校
で
給
食

が
始
ま
っ
た
。保
護
者
の
負
担
軽
減
と
教
職
員

や
給
食
事
務
担
当
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
、国
や
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
給
食
費
を

無
料
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

現
在
の
三
次
市
に
お
い
て
必
要
な
事
業
か

ど
う
か
、し
っ
か
り
と
各
部
署
の
中
で
精
査

し
、予
算
要
求
を
行
っ
た
う
え
で
、そ
の
事
業

の
必
要
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、そ
の
財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

給
食
費
の
無
償
化
に
は
持
続
可
能
な
財
政

運
営
の
観
点
か
ら
、安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今

後
も
、国
の
示
す
方
向
性
を
注
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、無
償
化
に
係
る
財
政
措
置
に
つ

い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

各
部
局
か
ら
の
提
案
で
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
を

国
や
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
給
食
費

無
償
化
を

各
担
当
で
の
事
業
に
創
意
工
夫
を
し
て

も
ら
い
た
い

安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る

細
美
副
市
長

桑
田
総
務
部
長

※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
や
駅
な
ど
を
管
理
す
る
会
社
と
、

列
車
を
運
行
す
る
会
社
に
分
け
る
こ
と
。

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

議員が試食した給食センターの食事

市
道
等
の
倒
木
対
策
の
拡
充
を

横
よこ

光
みつ

春
はる

市
いち

真 正 会

動 画

 公道沿いの森林整備

（着手前）

（完了後）
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「
三
次
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
が
撤

回
さ
れ
て
５
年
、
他
の
自
治
体
は
積
極
的
に
条

例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
本
市
は
内
部
協
議
も

さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
の
認
知
度
は
３
割
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
出
て
い
る
。
こ
の
結
果

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。「
障
害
者
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
保

障
法
制
定
施
策
推
進
」
が
国
か
ら
通
知
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
条
例
制
定
の
取
組
は
。

　

公
共
交
通
空
白
地
域
へ
高
齢
者
・
障
害
者
に

優
し
い
「
ド
ア
to
ド
ア
」の
有
償
運
送
を
導
入

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」が
制
定
さ
れ
た

が
、情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、誰
も
が
住
み
や
す

い
環
境
を
築
く
た
め
、障
害
の
あ
る
方
や
社
会

支
援
が
必
要
な
方
も
含
め
た
事
業
を
進
め
て
い

き
な
が
ら
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
社
会

の
実
現
を
引
き
続
き
め
ざ
し
て
、取
組
を
一
歩

一
歩
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

公
共
交
通
の
在
り
方
は
、本
市
に
お
い
て
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、地
域

の
実
態
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
確
立
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。他
市
の
取
組
も
参

考
に
し
な
が
ら
、地
域
実
態
に
合
わ
せ
た
交
通

モ
ー
ド
を
確
保
し
、持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

維
持
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

抜
本
的
な
公
共
交
通
の
在
り
方
の
見
直

し
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
社
会
を

引
き
続
き
め
ざ
し
て
い
く

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維
持
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

福
岡
市
長

福
岡
市
長

　

三
次
に
は
三
次
の
課
題
が
あ
る
。
三
次
市
の

現
状
と
課
題
、
向
か
お
う
と
す
る
方
向
を
共
有

し
、
共
に
解
決
し
て
く
れ
る
人
物
や
世
の
流
れ

を
生
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
全
国
共
通
の
教

育
も
大
事
だ
が
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
、
未
来
の
三
次
を
救
う
ひ
と
づ
く
り
に
着

手
す
べ
き
で
は
。

　

市
職
員
が
退
職
後
、三
セ
ク
等
、市
の
関
連
団

体
へ
再
就
職
し
て
い
る
例
は
多
々
あ
る
が
、超

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

や
施
設
の
経
営
は
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
生
き
残
れ

な
い
時
代
だ
。

　

も
う
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、受
け
入
れ

団
体
に
も
指
導
す
べ
き
で
は
。

　

学
校
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
保
護
者
、家
庭
、

地
域
、行
政
す
べ
て
が
、人
づ
く
り
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
自
分
事
と
し
て
考
え
、お
互
い
に
意

見
交
換
し
な
が
ら
協
働
し
て
い
く
。そ
の
こ
と

が
本
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
み
よ
し
結
芽

人
（
ゆ
め
び
と
）」に
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
み

よ
し
結
芽
人
」を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、第
一
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

行
政
経
験
の
あ
る
職
員
と
し
て
組
織
の
中
で

必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
人
材
は
活

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、適
材
適
所
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。引
き
続
き
、第
三
セ
ク
タ
ー
に
対

し
て
過
剰
に
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、し
っ
か
り
と
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

三
次
流
帝
王
学
で
未
来
を
拓
く
ひ
と
づ

く
り
を

市
職
員
Ｏ
Ｂ
の
再
就
職
を
考
え
直
し

て
は

共
に「
み
よ
し
結
芽
人
」を
育
て
て
い
く

各
団
体
に
お
い
て
適
材
適
所
で
考
え
る

べ
き

迫
田
教
育
長

福
岡
市
長

杉
すぎ

原
はら

利
とし

明
あき

真 正 会

動 画

質問1

答弁1質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

真 正 会

動 画

第 2 次 三次市教育ビジョン

 東広島市 HP より

障
害
者
支
援
の
意
識
向
上
の
た
め
条
例

制
定
を
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スマートフォンを利用した
保育所ICT化事業（キッズビュー）

　

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
発
表

会
や
運
動
会
、
米
作
り
や
食
育
等
地
域
と
共
に

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
き
た
。

　

全
中
学
校
区
を
単
位
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
始
ま
る
。
地
域
と
学
校
が
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
、
ほ
ぼ
小
学
校
区
が

単
位
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
が
よ
り

深
い
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
目
指

す
教
育
に
つ
い
て
の
協
議
が
で
き
る
が
、
複
数

の
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
小
学
校
を
中
学
校
区

で
ま
と
め
て
の
論
議
は
難
し
い
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と

で
、市
内
で
は
６
中
学
校
区
が
設
置
し
て

い
る
。子
ど
も
一
人
一
人
を
ど
う
育
て
る

こ
と
が
必
要
な
の
か
、ど
の
よ
う
な
環
境

で
育
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、よ
り
よ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
始
ま
る
が

子
ど
も
一
人
一
人
が
ど
ん
な
力
を
つ
け

て
い
く
べ
き
か
議
論
し
て
い
く

迫
田
教
育
長

　

こ
の
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
保
育
所
の
事
務

負
担
の
軽
減
や
効
率
化
が
図
ら
れ
、
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
に
は
保
育
士

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
年
度
は
新
た
に
４
つ
の
保
育
所
へ
キ
ッ
ズ

ビ
ュ
ー
を
導
入
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
の

成
果
と
課
題
を
伺
う
。

　

今
年
度
よ
り
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
も
発
足
し
、

異
次
元
の
少
子
化
対
策
の
必
要
性
も
示
さ
れ
、

新
た
な
制
度
等
に
つ
い
て
も
議
論
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
本
市
に
は
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
等
の

補
助
制
度
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
他
市
に
は
な
い

独
自
の
少
子
化
へ
の
対
策
を
伺
う
。

　

出
欠
確
認
や
保
護
者
と
の
連
絡
が
簡
単
に
行

え
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
で
、保
育
士
の
事
務

負
担
軽
減
、保
護
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。一
方
で
、十
分
に
活
用
で
き
て
い

　

本
市
と
し
て
は
、今
年
度
実
施
の
「
子
ど
も

の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
」に
お
い
て
現
状

分
析
を
行
い
、有
効
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
の
施
策
を
安
定
的
に

継
続
す
る
こ
と
で
、妊
娠
、出
産
、子
育
て
の
希

望
を
応
援
し
、子
育
て
に
優
し
い
社
会
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業
の
成
果
と
課

題
は

本
市
独
自
の
少
子
化
へ
の
対
策
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
務
作
業
を
定
着

さ
せ
て
い
く

有
効
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

松
長
子
育
て
支
援
部
長

松
長
子
育
て
支
援
部
長

質問1答弁1

質問1答弁1

質問2答弁2

新
にっ

田
た

真
しん

一
いち

会 派  未 来

動 画

重
しげ

信
のぶ

好
より

範
のり

動 画

清 友 会

※
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
…
保
育
所
の
先
生
と
保
護
者
を
つ
な

ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

河内小学校オープンスクール

な
い
分
野
も
あ
る
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事

務
作
業
が
定
着
す
れ
ば
、作
業
効
率
の
向
上
や

職
員
同
士
の
情
報
共
有
の
強
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

教
育
の
在
り
方
、人
づ
く
り
を
議
論
す
る

の
が
主
な
役
割
、目
的
で
あ
る
。中
学
校
区

で
は
無
理
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、中
学
校
区
だ
か
ら
こ
そ
地
域
、あ

る
い
は
学
校
区
も
ま
た
ぎ
な
が
ら
協
議
、

情
報
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
形

で
、小
中
一
貫
教
育
を
基
盤
に
進
め
て
き

て
い
る
。
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少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
周
辺
地
域
の
子
ど

も
が
減
っ
て
お
り
、
今
年
度
、
適
正
化
の
検
討

を
始
め
る
小
学
校
が
６
校
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
校
に
対
し
て
統
廃
合

し
か
考
え
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
や
集
落
維
持
と
い
う
面
か
ら
考
え
る
と
、
教

育
機
関
の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
市

は
定
住
支
援
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
小
学
校
が
無
い
地
域
に
移
住
し
よ

う
と
す
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

西
日
本
を
中
心
に
患
者
が
発
生
し
て
い
る

「
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｆ（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
）」

は
、マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
吸
着
し
た
マ
ダ
ニ
が
原
因

で
あ
る
。何
か
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

学
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
豊
か
な
教
育

環
境
を
保
障
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
不
断
に
問
う
必
要
が
あ
る
。現
在
、市
と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
、教
育
大
綱
と
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

専
門
家
の
意
見
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
議
論
も
踏

ま
え
て
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
力
を
伸

　

イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
の
個
体
数

の
減
少
を
図
る
こ
と
が
、マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染

症
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、引
き

続
き
捕
獲
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、駆

除
班
等
と
連
携
し
て
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

小
規
模
校
と
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
は

感
染
症
と
害
獣
対
策
の
検
討
は

豊
か
な
教
育
環
境
を
保
障
し
て
い
く

駆
除
班
と
連
携
し
て
取
組
を
強
化
し
て

い
き
た
い

福
岡
市
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

　

君
田
温
泉
の
運
営
会
社
「
君
田
ト
エ
ン
テ
ィ

ワ
ン
」
の
解
散
が
決
ま
っ
た
。
第
三
セ
ク
タ
ー

の
優
等
生
と
言
わ
れ
た
が
、
市
と
し
て
解
散
と

な
っ
た
要
因
を
ど
う
捉
え
、
行
政
と
し
て
の
関

与
、
役
割
は
果
た
せ
た
の
か
。
今
後
、
温
泉
機

能
再
開
へ
向
け
て
ど
う
い
う
手
順
で
進
め
る

の
か
。

　

ま
た
総
務
省
は
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営

健
全
化
方
針
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
を
各
地

方
公
共
団
体
に
出
し
、
指
針
策
定
を
要
請
し
て

い
る
が
、本
市
は
こ
れ
を
策
定
し
て
い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
も
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
こ
れ
ま

で
以
上
の
関
与
、
指
針
策
定
が
必
要
な
も
の
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
売
上
高
に
対
す
る
固
定
費

の
割
合
が
高
く
、収
益
性
が
低
い
状
況
が
続
い

て
い
た
。
市
か
ら
は
中
小
企
業
診
断
士
を
派
遣

し
、
経
営
状
況
の
分
析
、
課
題
の
抽
出
等
、
経

収
益
性
の
改
善
等
が
進
ま
な
か
っ
た

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

保
やす

実
ざね

　 治
おさむ

清 友 会

動 画

宍
しし

戸
ど

　 稔
みのる

清 友 会

動 画

　

今
後
は
売
却
、貸
付
、指
定
管
理
等
、い
ろ
い

ろ
な
要
素
を
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。ど
う
す
れ
ば
君
田
温

泉
森
の
泉
を
今
後
の
資
産
と
し
て
活
用
で
き
る

か
が
一
番
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
れ
か
ら

幅
広
く
判
断
を
し
な
が
ら
、そ
う
い
っ
た
検
討

も
引
き
続
き
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

幅
広
く
判
断
し
、
検
討
し
て
い
く　福

岡
市
長

答弁2

君
田
温
泉
運
営
会
社
解
散
か
ら
み
る

本
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
考
え
は

営
の
改
善
策
を
提
示
し
た
が
、
固
定
経
費
の
削

減
や
収
益
性
の
改
善
が
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
損
失
補
償
を
し
て
い
る
第
三
セ
ク

タ
ー
が
な
い
た
め
、現
時
点
で
指
針
は
策
定
し

て
い
な
い
が
、基
本
的
な
方
針
や
今
後
の
在
り

方
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

基
本
的
な
方
針
等
、
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る　

桑
田
総
務
部
長

答弁3

ば
す
た
め
の
教
育
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

早期再開が望まれる君田温泉森の泉
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緊
急
的
な
道
路
保
全
作
業
に
お
い
て
は
、
職

員
が
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
側
溝
清

掃
な
ど
の
作
業
は
重
労
働
の
た
め
、
今
後
は
機

械
化
で
き
な
い
も
の
か
。
例
え
ば
小
型
重
機
を

使
う
こ
と
で
作
業
の
効
率
化
と
体
力
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　

本
来
、水
路
側
溝
内
に
揚
水
用
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
を
布
設
す
る
施
工
で
は
、堆
積
土
が
溜

ま
り
や
す
く
な
り
、大
雨
の
際
に
は
水
路
が
氾

濫
し
道
路
の
路
肩
を
侵
食
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。こ
の
よ
う
な
施
工
方
法
に
問
題
は
な
い

の
か
。ま
た
、こ
の
よ
う
な
状
態
で
放
置
し
て
よ

い
の
か
。市
の
考
え
を
伺
う
。

　

作
業
に
お
い
て
重
機
を
扱
う
場
合
は
、免
許

等
が
必
要
で
あ
る
。有
資
格
者
を
対
象
に
募
集

す
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
は
あ
る
が
、現
在
の

職
員
２
名
体
制
を
堅
持
し
、今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

道
路
側
溝
内
に
揚
水
管
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
は
、水
路
の
排
水
断
面
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、通
水

に
必
要
な
断
面
に
余
裕
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
可
能
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。現

場
の
状
況
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
く
。

路
面
保
全
作
業
の
改
善
は

水
路
側
溝
の
管
理
を

今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

対
応
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く

加
藤
建
設
部
長

加
藤
建
設
部
長

　

広
島
県
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
。
自
治
体
や
学
校
、
医
療
機
関
な
ど

と
連
携
し
、
保
護
者
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
対

し
、
迅
速
な
支
援
が
行
わ
れ
る
。
市
と
し
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

　

今
年
の
夏
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
７

月
は
20
日
、
８
月
は
28
日
あ
っ
た
。
子
ど
も
達

に
登
下
校
時
の
状
況
を
聞
く
と
、「
暑
く
て
、

し
ん
ど
い
。」
と
言
い
、
中
に
は
約
２
・
５
㎞
を

歩
い
て
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。
小
学

生
全
員
に
「
ラ
ン
ド
セ
ル
用
保
冷
剤
付
き
背
あ

て
パ
ッ
ド
」
を
配
布
で
き
な
い
か
。

　

広
島
県
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ

の
家
族
、及
び
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
と
関

わ
る
支
援
者
や
行
政
担
当
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
等
の
相
談
を
受
け
、そ
の
内
容
に
応
じ
て
各

市
町
の
相
談
窓
口
や
関
係
機
関
等
へ
問
い
合
わ

せ
等
が
さ
れ
る
の
で
、各
市
町
で
は
関
係
部
署

間
で
連
携
し
て
支
援
を
し
て
い
く
。

　

登
下
校
時
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
は
、児
童
・

生
徒
自
ら
が
体
調
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、日
傘
や
ネ
ッ
ク
冷
却
、帽
子
の
着
用
や
水

分
補
給
、ま
た
体
調
不
良
時
の
適
切
な
指
導
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。ラ
ン
ド
セ
ル
用
保
冷

パ
ッ
ド
に
つ
い
て
も
、今
後
の
対
策
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
・
重
度
障
が
い
児
支
援

を
問
う

小
学
校
児
童
の
登
下
校
時
の
暑
さ
対

策
を
問
う

連
携
し
て
支
援
を
行
う

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
対
策
を
行
っ
て
い
る

立
花
福
祉
保
健
部
長

宮
脇
教
育
次
長

質問1

答弁1質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

質問1

黒
くろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画

中
なか

原
はら

秀
ひで

樹
き

公 明 党

動 画

水路側溝が機能していない状況

ランドセル用保冷剤付き
背当てパッド装着時

外した状態の製品
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７月 11 日（火）
川西市立総合医療センター
　●全室個室の現状について
７月 12 日（水）
和泉市立総合医療センター
　●病院施設の概要
　●「平成 30 年度おおさか環境にやさしい建築賞」

の評価
　●現在の運営状況全般について

兵庫県川西市・大阪府和泉市

７月 19 日（水）
寝屋川市役所（監察課）
　●いじめ対策の取組について
７月 20 日（木）
三田市立母子小学校
　●小規模特認校制度の取組について
７月 21 日（金）
八王子市立高尾山学園
　●不登校の児童・生徒のための公立小中一貫校

の取組について

教育民生常任委員会
大阪府寝屋川市・兵庫県三田市・東京都八王子市

７月 19 日（水）
三条市役所（環境課）
　●「特命空き家仕事人」の取組について
７月 20 日（木）
長岡市役所（都市政策課）
　●家屋の行政代執行の取組について

産業建設常任委員会
新潟県三条市・長岡市

７月 26 日（水）
草津市役所（草津未来研究所）
　●草津未来研究所について
７月 27 日（木）
宇陀市役所（商工産業課・政策推進課）
　●宇陀市最先端デジタルプロジェクトについて
７月 28 日（金）
瀬戸市役所

（シティプロモーション課・ものづくり商業振興課）
　●シティプロモーションについて

総務常任委員会
滋賀県草津市・奈良県宇陀市・愛知県瀬戸市

視察レポート視察レポート視察レポート視察レポート

市立三次中央病院建替等調査特別委員会

川西市立総合医療センターを視察

担当課より説明を受ける（長岡市）

いじめ対策の取組について説明を受ける（寝屋川市）

草津未来研究所の説明を受ける
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議会運営委員会、教育民生常任委員会
　　広報広聴常任委員会行政視察
　　　議会運営委員会行政視察
議会運営委員会
議会運営委員会、総務常任委員会
全員協議会
市議会トピックス（産業建設常任委員会）
議会運営委員会

1日

17日
22日
25日
30日
31日

議会のうごき
8月

2023（令和5）年
8月1日～10月31日

行政視察受入状況
 8月1日　香川県丸亀市議会
　　　　（インターネット公有財産売却について）

2日～3日

9 月定例会本会議、予算決算常任委員会、
広報広聴常任委員会
　　９月定例会本会議（一般質問）
９月定例会本会議（一般質問）、
３常任委員会（議案の調査研究）
総務常任委員会、議会運営委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
　　　予算決算常任委員会
議会運営委員会
市議会トピックス（広報広聴常任委員会）
全員協議会

1日

7日

8日
9日

12日

25日
27日
29日

9月

19日～28日

議会運営委員会、９月定例会本会議、
議会運営委員会
広報広聴常任委員会
議会運営委員会、総務常任委員会
広報広聴常任委員会
広報広聴常任委員会
みよし商工まつりブース出展（広報広聴常任委員会）
全員協議会、三次市議会議員研修会、会派代表者会議
市議会トピックス（総務常任委員会）
教育民生常任委員会
広島県市議会議長会北部ブロック議員研修会

2日

6日
13日
16日
20日
22日
24日
25日
26日
31日

10月
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8日～10日

4日～6日

８月２日（水）
甲賀市議会
　●議会だよりの編集について
８月３日（木）
京田辺市議会
　●イベントへの市議会ブース出展について

広報広聴常任委員会
滋賀県甲賀市・京都府京田辺市

８月８日（火）
真庭市議会
　●議会の政策立案機能強化について
　●議会、議員の評価検証について
８月９日（水）
福知山市議会
　●議会の政策立案機能強化について
　●議会、議員の評価検証について
８月１０日（木）
精華町議会
　●議会の政策立案機能強化について
　●議会、議員の評価検証について
大津市議会
　●議会の政策立案機能強化について
　●議会、議員の評価検証について

議会運営委員会
岡山県真庭市・京都府福知山市・精華町・滋賀県大津市

ブース出展について意見交換（京田辺市）

真庭市議場にて

みよし市議会だより　第79号15



　作木町香淀の香淀迦具神社の大銀杏は、推定樹齢
600 年以上、県内第 3 位の巨樹です。ラッパ状の
葉をつける全国でも数例しかない珍しい大木です。
11 月頃が紅葉の見頃で、境内も黄色のじゅうたんが
敷き詰められ、市外からもたくさんの人が訪れます。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（新田真一）
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12 月 1 日（金）に開会する予定です。
請願・陳情の提出は、11月17日（金）正午まで
　陳情・請願　市政についての意見や要望を直接市議会に提出すること。
　　　　　　　議員の紹介のあるものを請願と言います。

次回の定例会は

　今年度は、議会報告・懇談会を、三次市議会「議員と話そう」
というタイトルに変更し、市民の皆様との対話会を 11月１日
～ 28日まで 19会場で開催させて頂きます。
　また、10月22日（日）に開催されました「みよし商工まつり」
に議員ブースを出展し、議会クイズやシール投票などを行い、
議員を身近に感じてもらおうという新しい取組をさせて頂きま
した。少しずつではありますが、議会も時代に合わせ変化を進
めております。
　各種団体との出張型の意
見交換会は随時行っており
ますので、いつでもお気軽
に声をお掛けください。

　　　　　（月橋寿文）

あとがき

ご意見やお問い合わせは　議会事務局へ
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モルック大会 （作木町）
モルック大会 （作木町）

夏祭り(作木町下作木下区)夏祭り(作木町下作木下区)
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みよし
いいね 　広報広聴常任委員

が市内で撮影した、

お気に入りの１枚を
ご紹介

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110　E メールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp


